
(57)【要約】

【課題】放射光ビームの反射部分を制御しあらゆる所望

の方向に導波することが可能になり、従って、高出力ア

プリケーションを実現すること。

【解決手段】放射源の放射光ビームが部分反射要素によ

って少なくとも部分的に反射されるが、この部分反射要

素は、放射源に近接した透過要素に対して放射光ビーム

の一部を反射するべく入力光ビームの光軸に対して小さ

な角度で傾いている。従って、デバイスを大型化するこ

となく、反射減衰が削減、あるいは除去され、偏波依存

性損失も最適化される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
光 ビ ー ム を 放 射 す る 放 射 源 と 、
前 記 放 射 光 ビ ー ム に 対 し て 光 軸 が 小 さ な 角 度 で 傾 い て お り 、 前 記 放 射 光 ビ ー ム を 受 光 し 、
一 部 を 反 射 す る 部 分 反 射 要 素 と 、
前 記 放 射 源 と 近 接 し て 配 列 さ れ 、 前 記 反 射 部 分 を 受 光 し て 透 過 す る 透 過 要 素 と を 有 し 、
前 記 透 過 要 素 は 、 前 記 入 射 光 ビ ー ム を 放 射 す る 光 フ ァ イ バ を 少 な く と も 固 定 あ る い は 位 置
決 め す べ く お か れ 、 前 記 入 力 光 ビ ー ム か ら 横 方 向 に ず れ た 反 射 部 分 を 前 記 入 力 フ ァ イ バ か
ら 離 れ て 透 過 す る よ う に 設 け ら れ て い る 光 デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 光 デ バ イ ス の 反 射 減 衰 量 の 削 減 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
光 デ バ イ ス に お い て は 、 し ば し ば 入 射 ビ ー ム 源 に 対 し て 後 方 に 一 定 量 の 反 射 が 生 じ 、 こ の
結 果 、 入 射 ビ ー ム 強 度 に 対 す る 後 方 反 射 の 比 率 と し て 通 常 定 義 さ れ る 、 反 射 減 衰 量 と よ ば
れ る も の が 求 め ら れ る 。 代 表 的 な 光 デ バ イ ス で あ る 光 減 衰 器 は 、 光 ビ ー ム の 強 度 を 減 衰 さ
せ る た め に 使 用 さ れ る 。 光 ビ ー ム は 、 例 え ば 光 フ ァ イ バ ま た は 光 源 か ら 出 力 フ ァ イ バ に 出
力 さ れ る 。 減 衰 器 は 、 通 常 、 入 射 ビ ー ム の 一 部 を 反 射 す る と 共 に 入 射 ビ ー ム の 一 部 を 減 衰
器 の 出 力 ビ ー ム と し て 透 過 す る 減 衰 デ バ イ ス を 有 し て い る 。 こ の 入 射 ビ ー ム の 部 分 反 射 に
よ っ て 一 般 的 に 望 ま し く な い 後 方 へ の 反 射 が 生 じ 、 こ の 結 果 、 反 射 減 衰 が 発 生 す る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ に は 、 双 方 向 伝 送 用 光 モ ジ ュ ー ル が 開 示 さ れ て い る 。 又 、 特 許 文 献 ２ に は 、 半
導 体 レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル に つ い て 説 明 さ れ て お り 、 特 許 文 献 ３ に は 、 可 変 光 減 衰 器 が 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ４ ６ ， ２ １ ２ 号 明 細 書
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 第 ５ ９ ５ ， ４ ４ ９ 号 明 細 書
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ６ ， １ ３ ７ ， ９ ４ １ 号 明 細 書
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 減 衰 デ バ イ ス を 大 き な 角 度 で 傾 け る と 、 一 般 的 に 望 ま し く な い 偏 波 依 存 性 損 失 を
招 く こ と に な る 。 減 衰 要 素 と 放 射 フ ァ イ バ 間 の 距 離 を 大 き く す る と 、 小 型 デ バ イ ス の 製 作
が 不 可 能 に な る 。 ま た 後 方 反 射 に は 、 後 方 反 射 ビ ー ム の 吸 収 に よ る 局 所 的 加 熱 と い う さ ら
な る 問 題 点 も 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 っ て 、 光 デ バ イ ス に お け る 反 射 減 衰 の 改 善 が 本 発 明 の 目 的 で あ る 。 こ の 目 的 は 独 立 請 求
項 に よ っ て 解 決 さ れ 、 好 適 な 実 施 例 は 従 属 請 求 項 に お い て 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ れ ば 、 放 射 源 の 放 射 光 ビ ー ム が 部 分 反 射 要 素 に よ っ て 少 な く と も 部 分 的 に 反 射
さ れ る が 、 こ の 部 分 反 射 要 素 は 、 放 射 源 に 近 接 し た 透 過 要 素 に 対 し て 放 射 光 ビ ー ム の 一 部
を 反 射 す る べ く 入 力 光 ビ ー ム の 光 軸 に 対 し て 小 さ な 角 度 で 傾 い て い る 。 従 っ て 、 デ バ イ ス
を 大 型 化 す る こ と な く 、 反 射 減 衰 が 削 減 、 あ る い は 除 去 さ れ 、 偏 波 依 存 性 損 失 も 最 適 化 さ
れ る 。 本 発 明 に よ り 、 放 射 光 ビ ー ム の 反 射 部 分 を 制 御 し あ ら ゆ る 所 望 の 方 向 に 導 波 す る こ
と が 可 能 に な り 、 従 っ て 、 高 出 力 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
好 適 な 実 施 例 に お い て 、 こ の 部 分 反 射 要 素 は 、 入 力 光 ビ ー ム の 光 軸 に 対 し て 小 さ な 角 度 で
傾 い て お り 、 こ の 結 果 、 放 射 光 ビ ー ム の 反 射 部 分 の ビ ー ム 重 心 が 放 射 光 ビ ー ム の ビ ー ム 重
心 に 対 し て 横 方 向 に 小 さ く ず れ た 状 態 で 、 放 射 源 に 近 接 す る 透 過 要 素 に 対 し て 導 波 さ れ る
。 放 射 源 は 、 反 射 ビ ー ム を 受 光 し 透 過 す る べ く 適 合 さ れ て い る 。 そ の 結 果 実 質 的 に 、 受 光
し た 反 射 部 分 の い ず れ の 部 分 も 、 放 射 源 に 対 し て 反 射 さ れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら な る 実 施 例 に お い て は 、 部 分 反 射 要 素 と 透 過 要 素 間 に 、 マ ッ ピ ン グ 要 素 が 配 置 さ れ て
い る 。 放 射 光 ビ ー ム の 反 射 部 分 は 、 制 御 さ れ た 方 法 で 透 過 デ バ イ ス に マ ッ ピ ン グ さ れ 、 こ
の 結 果 反 射 部 分 は 、 放 射 源 か ら 離 れ て ほ ぼ 完 全 に 透 過 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
望 ま し い 形 態 で は 、 部 分 反 射 要 素 の 傾 き を 調 整 す る こ と に よ り 、 横 方 向 の ず れ を 決 定 す る
こ と が で き る 。 こ の 部 分 反 射 デ バ イ ス の 傾 き は 、 マ ッ ピ ン グ 要 素 に よ っ て 反 射 部 分 の ビ ー
ム 重 心 を 導 波 す る べ く 、 制 限 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た マ ッ ピ ン グ 要 素 は 、 反 射 部 分 を 放
射 入 力 光 ビ ー ム の 反 対 方 向 に 透 過 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
望 ま し い 形 態 で は 、 マ ッ ピ ン グ 要 素 は コ リ メ ー タ レ ン ズ を 有 し て い る 。 こ の 結 果 、 出 力 フ
ァ イ バ に 結 合 す る べ く 部 分 反 射 要 素 に よ っ て 透 過 さ れ る 放 射 光 ビ ー ム を 平 行 化 す る こ と が
可 能 に な る と 共 に 、 放 射 光 ビ ー ム の 反 射 部 分 を 透 過 要 素 に マ ッ ピ ン グ す る こ と が 可 能 に な
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら な る 好 適 な 実 施 例 に お い て 、 透 過 要 素 は 、 入 力 光 ビ ー ム を 放 射 す る 光 フ ァ イ バ を 少 な
く と も 部 分 的 に 固 定 あ る い は 位 置 決 め す る べ く 配 列 さ れ る と 共 に 、 入 力 光 ビ ー ム の 横 方 向
に ず れ た 反 射 部 分 を 入 力 フ ァ イ バ か ら 離 れ て 透 過 す る べ く 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら な る 好 適 な 実 施 例 に よ れ ば 、 入 力 光 ビ ー ム は 光 フ ァ イ バ か ら 放 射 さ れ る が 、 こ の 光 フ
ァ イ バ は 、 支 持 デ バ イ ス に よ っ て 少 な く と も 部 分 的 に 固 定 あ る い は 位 置 決 め さ れ て い る 。
こ の 支 持 デ バ イ ス は 、 集 束 要 素 か ら の 入 力 光 ビ ー ム の 横 方 向 に ず れ た 反 射 部 分 を 透 過 す る
べ く 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 支 持 デ バ イ ス は 、 反 射 部 分 を フ ァ イ バ か ら 離 れ て 透 過 す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
好 適 な 実 施 例 に お い て 、 透 過 要 素 は 、 放 射 光 ビ ー ム の 反 射 部 分 を 透 過 す る べ く 少 な く と も
１ 本 の 光 フ ァ イ バ を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 反 射 部 分 を 制 御 し て 放 射 源 か ら 離 れ て あ ら
ゆ る 所 望 の 方 向 に 透 過 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら な る 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 透 過 要 素 は 、 フ ェ ル ー ル 要 素 内 に 収 容 さ れ て い る 。 反
射 部 分 を 受 光 す る 透 過 ゾ ー ン は 、 放 射 源 か ら 横 方 向 に ず れ て 位 置 す る こ と が 好 ま し く 、 反
射 部 分 の す べ て の 透 過 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら な る 好 適 な 実 施 例 に お い て 、 反 射 部 分 を マ ッ ピ ン グ 要 素 に よ っ て 好 ま し く 導 波 す る と
共 に 後 方 反 射 ビ ー ム の 吸 収 を 削 減 す る べ く 、 部 分 反 射 要 素 が 放 射 光 ビ ー ム に 対 し て １ ５ °
よ り も 小 さ な 角 度 で 傾 い て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
尚 、 部 分 反 射 デ バ イ ス は 、 本 発 明 の い ず れ の 実 施 例 の 場 合 に も 、 例 え ば 、 光 減 衰 器 な ど で
あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の そ の 他 の 目 的 と 多 数 の 付 随 す る 利 点 は 、 添 付 の 図 面 と 関 連 し て 以 下 の 詳 細 な 説 明
を 参 照 す る こ と に よ り 、 容 易 に 明 ら か に な る と 共 に そ の 理 解 を 深 め る こ と が で き る で あ ろ
う 。 実 質 的 又 は 機 能 的 に 同 一 あ る い は 類 似 の 機 能 は 、 同 一 の 参 照 符 号 に よ っ て 示 さ れ て い
る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 光 減 衰 器 の 好 適 な 実 施 例 に 関 連 し 、 本 発 明 に つ い て 説 明 す る こ と に す る 。 但 し 、
本 発 明 の 原 理 は 後 方 反 射 を 伴 う 光 デ バ イ ス に 適 用 可 能 な も の で あ り 、 減 衰 デ バ イ ス に 限 定
さ れ な い こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に お い て 、 光 減 衰 器 １ １ は 、 放 射 源 １ ２ （ 入 力 フ ァ イ バ な ど ） と 出 力 フ ァ イ バ １ ３ の
間 に 結 合 さ れ て い る 。 入 力 光 ビ ー ム １ ６ が 放 射 源 １ ２ か ら 放 射 さ れ 、 部 分 反 射 要 素 ２ １ （
減 衰 デ バ イ ス な ど ） に 導 波 さ れ る 。 こ の 反 射 要 素 ２ １ は 、 放 射 光 ビ ー ム １ ６ の 一 部 ２ ２ を
出 力 フ ァ イ バ １ ３ に 対 し て 透 過 し 、 一 部 ２ ３ を 放 射 源 １ ２ に 近 接 し て 配 列 さ れ て い る 透 過
要 素 ２ ９ に 対 し て 反 射 す る 。 反 射 減 衰 量 を 削 減 す る べ く 、 部 分 反 射 要 素 ２ １ は 、 放 射 光 ビ
ー ム １ ６ に 対 し て 小 さ な 角 度 で 傾 い て い る 。 ま た 透 過 要 素 ２ ９ は 、 反 射 部 分 ２ ３ を 受 光 し
放 射 源 １ ２ か ら 離 れ て 透 過 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 。 従 っ て 、 干 渉 を 引 き 起 こ す 後 方 反
射 が 最 小 化 、 あ る い は 回 避 さ れ 、 偏 波 依 存 性 損 失 も 軽 減 さ れ る 。 そ し て 、 反 射 部 分 ２ ３ に
よ る 放 射 ビ ー ム １ ６ に 対 す る さ ら な る 問 題 は 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ に は 、 放 射 源 １ ２ と 部 分 反 射 要 素 ２ １ の 間 に 配 置 さ れ た マ ッ ピ ン グ 要 素 １ ７ も 示 さ れ
て い る 。 こ の マ ッ ピ ン グ 要 素 １ ７ は 、 反 射 部 分 ２ ３ を 透 過 要 素 ２ ９ に マ ッ ピ ン グ す る べ く
設 け る こ と が 好 ま し い 。 図 １ の 本 実 施 例 に よ れ ば 、 マ ッ ピ ン グ 要 素 １ ７ は 、 放 射 光 ビ ー ム
１ ６ を 平 行 化 す る と 共 に 放 射 光 ビ ー ム １ ６ の 反 射 部 分 ２ ３ を 透 過 要 素 ２ ９ に 対 し て 集 束 す
る 、 コ リ メ ー タ レ ン ズ 又 は レ ン ズ 系 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
透 過 要 素 ２ ９ と 放 射 源 （ 入 力 フ ァ イ バ ） １ ２ は 、 フ ェ ル ー ル 要 素 ２ ８ 内 に 収 容 さ れ て お り
、 こ の 場 合 、 透 過 要 素 ２ ９ に よ っ て 光 源 １ ２ を 完 全 に 取 り 囲 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 代 わ り に 、 透 過 要 素 ２ ９ は 、 放 射 源 １ ２ を 少 な く と も 部 分 的 に 取 り 囲 む か あ る い は 少
な く と も 放 射 源 １ ２ に 近 接 し て 位 置 す る 、 １ 本 又 は 複 数 の 光 フ ァ イ バ と し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
反 射 減 衰 量 の 削 減 に つ い て は 、 図 ２ を 参 照 す る こ と に よ り 、 容 易 に 理 解 す る こ と が で き る
で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
放 射 源 １ ２ と 透 過 要 素 ２ ９ を 有 す る フ ェ ル ー ル 要 素 ２ ８ の 断 面 図 を 拡 大 し た も の が 示 さ れ
て い る 。 入 力 フ ァ イ バ １ ２ の 放 射 点 に 位 置 す る 第 １ の 図 は 、 入 力 フ ァ イ バ １ ２ に よ る 放 射
入 力 光 ビ ー ム １ ６ の 強 度 Ｅ １ （ ｘ ） を 示 し て お り 、 例 と し て 、 基 本 態 様 Ｔ Ｅ Ｍ ０ ０ が 示 さ
れ て い る 。 こ の 強 度 Ｅ １ （ ｘ ） は 、 例 え ば 、 ガ ウ ス 分 布 と な っ て い る 。 こ の 強 度 の 最 大 値
は 、 入 力 光 ビ ー ム １ ６ の ビ ー ム 重 心 ３ ０ に 位 置 し て い る 。 部 分 反 射 要 素 ２ １ に よ っ て 入 力
光 ビ ー ム １ ６ が 反 射 さ れ た 後 に 、 放 射 源 １ ２ に 対 し て 反 射 部 分 ２ ３ が 入 力 結 合 す る こ と を
回 避 す る べ く 、 放 射 源 １ ２ の 放 射 点 に 対 し て 横 方 向 に 最 小 距 離 Δ ｘ だ け ず れ て い る 。 こ の
横 方 向 の ず れ （ Δ ｘ ） は 、 Δ ｘ ＝ ２ ｆ α と し て 定 義 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ こ で 、 ｆ は
レ ン ズ の 焦 点 距 離 を 表 し 、 α は 部 分 反 射 要 素 ２ １ の 傾 斜 角 度 を 表 し て い る 。 こ の 距 離 Δ ｘ
は 、 放 射 入 力 光 ビ ー ム １ ６ の ビ ー ム 重 心 ３ ０ に 対 す る 反 射 部 分 ２ ３ の ビ ー ム 重 心 ３ １ の 横
方 向 の ず れ と 一 致 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ を 再 度 参 照 す れ ば 、 横 方 向 の オ フ セ ッ ト Δ ｘ に よ り 、 反 射 部 分 ２ ３ の 焦 点 も 、 放 射 入
力 光 ビ ー ム １ ６ に 対 し て Δ ｘ だ け 横 方 向 に ず れ た と こ ろ に 位 置 し て い る 。 こ の 図 １ に 示 す
よ う に 、 透 過 要 素 ２ ８ は 、 例 え ば 、 入 力 フ ァ イ バ １ ２ を 完 全 に 取 り 囲 ん で お り 、 集 束 要 素
１ ７ か ら 出 て き た 反 射 部 分 ２ ３ を 透 過 す る べ く 設 け ら れ て い る 。 こ の 透 過 要 素 ２ ９ は 、 入
力 光 ビ ー ム １ ６ の 強 度 を 落 と す こ と な く 、 放 射 源 １ ２ か ら 出 て き た 、 近 接 位 置 に あ る 反 射
部 分 ２ ３ を 透 過 す る こ と を 可 能 に し て い る 。 こ の 発 明 は 、 例 と し て 次 の 実 施 形 態 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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（ １ ） 光 ビ ー ム （ １ ６ ） を 放 射 す る 放 射 源 （ １ ２ ） と 、
前 記 放 射 光 ビ ー ム （ １ ６ ） に 対 し て 光 軸 （ ２ ６ ） が 小 さ な 角 度 で 傾 い て お り 、 前 記 放 射 光
ビ ー ム （ １ ６ ） を 受 光 し 、 一 部 を 反 射 す る 部 分 反 射 要 素 （ ２ １ ） と 、
前 記 放 射 源 （ １ ２ ） と 近 接 し て 配 列 さ れ 、 前 記 反 射 部 分 （ ２ ３ ） を 受 光 し て 透 過 す る 透 過
要 素 （ ２ ９ ） と を 有 し 、
前 記 透 過 要 素 （ ２ ９ ） は 、 前 記 入 射 光 ビ ー ム （ １ ６ ） を 放 射 す る 光 フ ァ イ バ （ １ ２ ） を 少
な く と も 固 定 あ る い は 位 置 決 め す べ く お か れ 、 前 記 入 力 光 ビ ー ム （ １ ６ ） か ら 横 方 向 に ず
れ た 反 射 部 分 （ ２ ３ ） を 、 前 記 入 力 フ ァ イ バ （ １ ２ ） か ら 離 れ て 透 過 す る よ う に 設 け ら れ
て い る 光 デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ２ ） 前 記 透 過 要 素 （ ２ ９ ） は 、 受 光 し た 反 射 部 分 （ ２ ３ ） の う ち 実 質 的 に い ず れ の 部 分
も 、 反 射 要 素 （ ２ １ ） お よ び 最 終 的 に は 放 射 源 （ １ ２ ） に 対 し て 反 射 し な い よ う に 設 け ら
れ て い る （ １ ） 記 載 の 光 デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ３ ） 前 記 反 射 要 素 （ ２ １ ） か ら の 反 射 部 分 （ ２ ３ ） を 透 過 要 素 （ ２ ９ ） へ と マ ッ ピ ン グ
す る こ と に よ り 、 前 記 放 射 光 ビ ー ム （ １ ６ ） と 前 記 反 射 光 ビ ー ム （ ２ ３ ） 間 に 横 方 向 の 小
さ な ず れ （ Δ ｘ ） を も た ら す マ ッ ピ ン グ 要 素 （ １ ７ ） を さ ら に 有 す る 、 （ １ ） ま た は （ ２
） に 記 載 の 光 デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ４ ） 前 記 部 分 反 射 要 素 の 傾 き は 、 横 方 向 の ず れ を 決 定 す る べ く 調 節 可 能 で あ る （ １ ） か
ら （ ３ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ５ ） 前 記 マ ッ ピ ン グ 要 素 （ １ ７ ） は 、 前 記 放 射 源 （ １ ２ ） か ら 放 射 さ れ た 光 ビ ー ム （ １
６ ） を 平 行 化 す る （ ３ ） に 記 載 の 光 デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ６ ） 前 記 マ ッ ピ ン グ 要 素 （ １ ７ ） は 、 前 記 放 射 源 （ １ ２ ） か ら 放 射 さ れ た 光 ビ ー ム （ １
６ ） を 平 行 化 し 、 前 記 反 射 要 素 （ ２ １ ） か ら の 反 射 部 分 （ ２ ３ ） を 前 記 透 過 要 素 （ ２ ９ ）
に 対 し て 集 束 す る コ リ メ ー タ レ ン ズ を 有 す る （ １ ） か ら （ ６ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光
デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ７ ） 前 記 透 過 要 素 （ ２ ９ ） は 、 前 記 放 射 源 （ １ ２ ） に 対 し て 横 方 向 に 小 さ く （ Δ ｘ だ け
） ず れ て 配 列 さ れ て い る （ １ ） か ら （ ６ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ８ ） 前 記 透 過 要 素 （ ２ ９ ） は 、 前 記 反 射 部 分 （ ２ ３ ） を 透 過 さ せ る 光 フ ァ イ バ を 有 し て
い る （ １ ） か ら （ ７ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ９ ） 前 記 透 過 要 素 （ ２ ９ ） と 前 記 放 射 源 （ １ ２ ） か ら 放 射 さ れ る 前 記 光 ビ ー ム （ １ ６ ）
を 導 波 す る 光 フ ァ イ バ を 収 容 す る フ ェ ル ー ル 要 素 （ ２ ８ ） を さ ら に 有 す る （ １ ） か ら （ ８
） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ １ ０ ） 前 記 部 分 反 射 要 素 （ ２ １ ） の 光 軸 は 、 前 記 放 射 光 ビ ー ム （ １ ６ ） に 対 し て １ ５ °
よ り も 小 さ な 角 度 で 傾 い て い る （ １ ） か ら （ ９ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 デ バ イ ス 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ １ １ ） 前 記 部 分 反 射 要 素 （ ２ １ ） は 、 前 記 放 射 光 ビ ー ム （ １ ６ ） の 光 強 度 を 減 衰 さ せ る
減 衰 デ バ イ ス で あ る （ １ ） か ら （ １ ０ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 デ バ イ ス 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 光 減 衰 器 の 好 適 な 実 施 例 の 概 略 図 。
【 図 ２ 】 光 フ ァ イ バ の 断 面 図 と 入 力 光 ビ ー ム 及 び 減 衰 デ バ イ ス に よ っ て 横 方 向 に ず れ た 入
力 光 ビ ー ム の 反 射 部 分 の 態 様 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
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１ ２ 　 放 射 源 、 光 フ ァ イ バ
１ ６ 　 放 射 光 ビ ー ム
１ ７ 　 マ ッ ピ ン グ 要 素
２ １ 　 部 分 反 射 要 素
２ ３ 　 反 射 部 分
２ ８ 　 フ ェ ル ー ル 要 素
２ ９ 　 透 過 要 素

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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